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基 本 方 針  ４  

 

＝基 本 方 針 ４を設 定 した意 図 ＝  

価 値 観 が 多 様化 し て いる 現 在 ，学 校 だ けで 教 育 問 題 に取 り 組 む状 況 で はな く な

っ て い る 。 また ， 核 家族 化 が 進 む中 で ，近 所 付 き 合 い で 孤 独 に悩 む 母 親や ， 集 団

行 動 が 苦 手 な子 ど も も増 え て いる 。そ こで こ れ か ら は ，家 庭 が 教育 の 原 点と な り，

地 域 が 子 ど もの 育 ち を支 え ， 学 校は 子 ども の 成 長 に 必要 な 基 礎的 な 力 を学 ぶ 場 と

し て ， そ れ ぞれ の 役 割を 自 覚 し ，情 報 を共 有 し ， す べて の 市 民が 教 育 を支 え て い

く よ う な 仕 組み づ く りを 進 め てい か な けれ ば な ら な い 。  

ま た ， 調 布 市の 方 針 とし て 市 民と の 協 働が う た わ れ てお り ， 市立 小 学 校区 域 を

中 心 と し た 地域 連 携 を推 進 す る 「地 区 協議 会 」 の 設 立に 向 け た取 組 が 行わ れ て い

る 。 地 区 協 議会 に 限 らず ， 地 域と 学 校 との か か わ り は， 従 来 の PTA 活 動 にと ど ま

ら ず ， 地 域 住民 が 学 校の 環 境 整 備に 参 画し ， 学 校 も 地域 へ の かか わ り を深 め る よ

う に な っ て きた 。 そ の一 例 と し て ， 児 童と 高 齢 者 と の交 流 を 目的 と し た 「 ふ れ あ

い 給 食 」 な ども 実 施 され て い る 。  

地 域 性 を 生 かし た 教 育の 取 組 は， 学 校 にお い て は ， 郷土 愛 を 育む 「 調 布を 大 切

に す る 学 習 」が で き ，地 域 に お いて は ，学 校 を 核 と した 交 流 の中 で ， 地域 で 活 動

す る 人 材 の 発掘 や 育 成を 通 し て 地 域 を 活性 化 さ せ て いく こ と につ な げ てい く 。 こ

う し た 学 校 ・家 庭 ・ 地域 の 連 携 を生 か した 教 育 の 取 組の た め には ， 地 域の 実 情 に

合 わ せ た 学 校支 援 体 制の 検 討 も必 要 と なっ て く る 。  

 こ の よ う な中 で ， 基本 方 針 ４ で は ， 学校 ・ 家 庭 ・ 地域 の 役 割と 責 任 に基 づ い た

連 携 を 進 め る， を 柱 とし ， 施 策に つ な げて い く こ と とし た 。  

 

 

 

 

 

【  学校・家庭・地域の役割と責任に基づいた連携を進める  】  

学 校・家 庭・地 域の 役 割 と責 任 が 明確 でな く ，社 会 全 体の 教 育 力が 低 下 し

て い る と い う状 況 に あっ て ，  

 三 者 が 教 育に お け るそ れ ぞ れの 役 割 と責 任 を 自 覚 し，相 互の 連 携 と協 力 に

努 め る こ と が求 め ら れて い る 。  

 そ の た め に ，そ れ ぞ れが ，子 ど もの 教育 や ，社 会 教 育に 関 す る情 報 や 目標

を 共 有 し ，互 いに 意 見 を 交換 し 合 いな がら ，積 極 的 に 教育 に 参 加 する 体 制 づ

く り を 推 進 する 。  
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 主 要 事 業  105   学 校 評 議 員 制 度 の実 施  

《事 業 のねらい》  

教 育 活 動 ， 学校 評 価 ，学 校 ・ 家庭 ・ 地 域と の 連 携 な どの 学 校 運営 に 関 し， 校 長

の 求 め に 応 じて 意 見 を述 べ ，学 校 を 支 援す る 学 校 評 議員 制 度 を継 続 し て実 施 す る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：指 導 室 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

 

 主 要 事 業  106   学 校 関 係 者 評 価 の実 施  

《事 業 のねらい》  

保 護 者 ， 学 校 評 議 員 ， 近 隣 学 校 等 の教 職 員 等 で構 成 す る 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 が ，

学 校 が行 う自 己 評 価 の結 果 を評 価 することにより，自 己 評 価 の客 観 性 ・透 明 性 を高 めるとと

もに ， 学 校 の現 状 と課 題 に つい て学 校 及 び 地 域 が 共 通 理 解 を深 め ,学 校 運 営 の改 善 へ の

協 力 を促 進 する。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：指 導 室 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

施 策 １7  地 域 ・保 護 者 に開 かれた学 校 にかかわる取 組  

学 校 の 教 育 活動 に つ いて ，自 己 評 価だ けで な く ，学 校 関 係者 に よ る評 価 や

有 識 者 に よ る学 校 第 三者 評 価 を実 施 す るこ と に よ り ，学 校 評 価の 客 観 性 や透

明 性 の 向 上 を図 り ，地 域 住民 の 信 頼 に応え る と と も に ，説明 責 任 を果 た す こ

と の で き る 学校 経 営 ・学 校 運 営を 推 進 する 。  

ま た ，子 ども た ち の健 や か な成 長 に は，学 校・家 庭・地 域が 一 体 とな っ て

教 育 を 進 め る こ と が 重要 で あ り ，互 いの意 思 疎 通 を 図り ，学 校 に かか り が ち

な 過 大 な 負 荷を 軽 減 する 必 要 があ る 。若手 教 員 が 増 加す る 中，こ れら の 問 題

の 解 決 に 向 けて ， 学 校を サ ポ ート す る 体制 づ く り に つい て 検 討 す る 。  

 

 

施 策 １7  地 域 ・保 護 者 に開 かれた学 校 にかかわる取 組  

学 校 の 教 育 活動 に つ いて ，自己 評 価 だけで な く ，学校 関 係 者に よ る 評価 や

有 識 者 に よ る学 校 第 三者 評 価 を実 施 す るこ と に よ り ，学 校評 価 の 客観 性 や 透

明 性 の 向 上 を図 り ，地 域 住 民の 信 頼 に応え る と と も に ，説 明責 任 を 果た す こ

と の で き る 学校 経 営 ・学 校 運 営を 推 進 する 。  

ま た ，子 ども た ち の健 や か な 成長 に は，学 校・家 庭・地 域 が一 体 と なっ て

教 育 を 進 め る こ と が 重要 で あ り ，互 いの意 思 疎 通 を 図り ，学校 に か かり が ち

な 過 大 な 負 荷を 軽 減 する 必 要 があ る 。若 手 教 員 が 増 加す る 中，こ れ らの 問 題

の 解 決 に 向 けて ， 学 校を サ ポ ート す る 体制 づ く り に つい て 検 討 す る 。  
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 主 要 事 業  107   学 校 第 三 者 評 価 の実 施  

《事 業 のねらい》  

学 識 経 験 者 ， 企 業 経 営 者 ， 学 校 教 育 に 携 わ る 管 理 職 経 験 者 で構 成 す る 学 校 第 三 者

評 価 委 員 会 が ，調 布 市 立 学 校 に おける 教 育 活 動 等 学 校 運 営 の状 況 に ついて， 客 観 的 立

場 から評 価 し，学 校 運 営 の改 善 等 を図 る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：指 導 室 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

 主 要 事 業  108   専 門 家 による学 校 サポート体 制 の検 討  

《事 業 のねらい》  

学 校 内 で発 生 した さ ま ざ まな ト ラブ ルに つ いて， 学 校 と 保 護 者 ・ 地 域 と の 間 で速 やか な 解

決 が図 れない場 合 に，双 方 に利 害 関 係 のな い第 三 者 の専 門 家 がかかわることによって解 決

につなげるためのサポート体 制 づくりについて検 討 する。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ★新 規 事 業                    （事 業 主 管 課 ：指 導 室 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度     

 検 討                



57 

 

 

 主 要 事 業  109   学 校 ボランティア・協 力 員 の活 用  

《事 業 のねらい》  

 教 育 活 動 を補 助 ・ 支 援 する 学 校 ボラ ンテ ィア ・ 協 力 員 を活 用 す るこ とによ り ，学 校 にお ける

教 育 活 動 の充 実 を図 る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：指 導 室 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

  ※学 校 ボランティアは調 布 市 の制 度 の名 称 で ，一 般 的 にいう学 校 支 援 ボランティアと 同 じ。  

 

 

 

 主 要 事 業  110   学 校 支 援 地 域 本 部 制 度 の活 用 の検 討  

《事 業 のねらい》  

保 護 者 ・地 域 住 民 が学 校 支 援 ボランティアと して，地 域 の実 情 に応 じて学 校 教 育 活 動 を

支 援 し，地 域 全 体 で学 校 教 育 を支 援 する体 制 づくりを推 進 する学 校 支 援 地 域 本 部 制 度 の

活 用 について委 員 会 を設 置 して検 討 する。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ★新 規 事 業                    （事 業 主 管 課 ：指 導 室 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度     

 検 討                

 

 

 

 主 要 事 業  111   公 立 学 校 PTA 連 合 会 活 動 への支 援  

《事 業 のねらい》  

学 校 教 育 ， 社 会 教 育 に 関 して 学 校 と 家 庭 との 連 携 を図 る こ とを 目 的 に ， 調 布 市 公 立 学

校 PTA 連 合 会 の広 報 ，体 育 事 業 ，懇 談 会 ，講 演 会 などの活 動 に対 し，補 助 金 を交 付 する

ことにより，PTA 活 動 の促 進 を図 る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                 （事 業 主 管 課 ：社 会 教 育 課 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

施 策 18   家 庭 ・地 域 の教 育 力 の向 上 ・活 用 に向 けた取 組  

地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 や 学 校 と 地 域 を 結 ぶ 学 校 支 援 の ネ ッ ト ワ ー ク

づ く り を 進 める こ と によ り ，地域 の 人 材を 活 用 し た 特色 あ る 教育 活 動 を推 進

す る 。  

ま た ，地 域 住 民 の自 主 的 な社 会 教 育活 動の 支 援 に 努 め ，地域 活 性 化に つ な

げ る 。  
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 主 要 事 業  112   地 域 文 化 祭 の実 施 （再 掲 ） 

《事 業 のねらい》  

 公 民 館 施 設 を 利 用 する 団 体 が ，実 行 委 員 会 を組 織 して 地 域 文 化 祭 を 企 画 ・ 運 営 し ， 学

習 成 果 を発 表 する場 となっている。地 域 文 化 祭 は，公 民 館 利 用 団 体 相 互 だけ でなく，地 域

住 民 との交 流 を深 める機 会 ともなっている。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：公 民 館 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

 

 主 要 事 業  113   公 民 館 登 録 団 体 の地 域 参 加 の検 討 ・充 実  

《事 業 のねらい》  

公 民 館 登 録 団 体 との共 催 事 業 を実 施 したり，また登 録 団 体 会 員 を講 師 やサポーターとし

て活 用 することで，地 域 全 体 で社 会 教 育 活 動 を支 え，地 域 活 性 化 を図 る。  

【５年 間 の取 組 予 定 】 ★新 規 事 業                    （事 業 主 管 課 ：公 民 館 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

 検 討 ・ 準 備               実 施  

 

 

 

 

 

 主 要 事 業  114   図 書 館 ハンディキャップサービスの推 進 （再 掲 ） 

《事 業 のねらい》  

ハンディキャ ップサービスは，点 訳 ・ 音 訳 した資 料 を利 用 者 に提 供 すること ，また 来 館 が困

難 な 利 用 者 へ の 宅 配 サ ー ビス を 主 と し て 市 民 の 協 力 を 得 て 実 施 し て き て い る 。 市 民 自 ら が

調 布 市 の図 書 館 活 動 に関 わることで，生 涯 学 習 の 充 実 を図 る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：図 書 館 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

 



59 

 

 

 主 要 事 業  115   子 育 て支 援 のための家 庭 教 育 事 業 の実 施 （再 掲 ） 

《事 業 のねらい》    

家 庭 での 教 育 の 欠 如 を 起 因 と した ，子 ど もの問 題 行 動 や 子 ど もへの 虐 待 な どは ，家 庭 で

どのように子 どもを教 育 したらよいか分 からずにいる親 が多 いことも要 因 の一 つである。特 に核

家 族 や 若 い 世 代 の 保 護 者 に 対 し て ， 学 び の 場 や 情 報 を 提 供 す る こ と で， 子 育 て 家 族 の 支

援 を行 う。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：公 民 館 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

 

 主 要 事 業  116   家 庭 教 育 セミナーの実 施 （再 掲 ） 

《事 業 のねらい》  

家 庭 教 育 に関 する 知 識 や 意 識 の 向 上 を 図 るた め， 市 内 公 立 小 中 学 校 ＰＴ Ａが 企 画 ， 実

施 する家 庭 教 育 セミナーに対 して，助 言 や助 成 などの支 援 をする。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                 （事 業 主 管 課 ：社 会 教 育 課 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  
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 主 要 事 業  117   市 民 の手 によるまちの資 料 情 報 館 事 業 の推 進  

《事 業 のねらい》  

調 布 市 地 域 情 報 化 事 業 の一 環 として，市 民 の目 線 で，市 民 自 らが調 布 に関 する事 柄 を

調 査 ， 整 理 し ，調 布 市 立 図 書 館 のホー ムーページ を通 じて発 信 して いる 。市 民 が調 布 に 関

心 をもつことに通 じる事 業 である。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                    （事 業 主 管 課 ：図 書 館 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 

 

 主 要 事 業  118   深 大 寺 地 区 エコミュージアム構 想 の推 進  

《事 業 のねらい》  

エコ ミュー ジア ムは地 域 の文 化 遺 産 等 を 地 域 住 民 が 主 体 と なって ，ま ちづ くり等 に 生 か す

考 え 方 で， 文 化 財 保 護 の 立 場 から す れば ，住 民 参 加 型 の新 し い 文 化 財 保 護 手 法 であ り ，

市 内 でも文 化 遺 産 の集 中 している深 大 寺 地 区 を対 象 に進 めていく。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ■推 進 プログラム事 業           （事 業 主 管 課 ：郷 土 博 物 館 ） 

平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度 ～  

推進プログラム（前 半）  

 

実 施  

推 進 プ ロ グ ラ ム （ 後 半 ）   

                    次期 基本 構想 に基づく計画 事業 の策定  

点 検 評 価 見 直 し ・ 実 施  

【 調 布 市 次 期 基 本 構 想  

に 基 づ く 計 画 事 業 】  

新 し い 計 画 事 業 を 受 け て 対 応  

 

 

施 策 19   地 域 とともに進 める郷 土 愛 を高 めるための取 組  

地 域 と の 交 流を 深 め るこ と は ，教 育 と とも に ，文 化・芸 術 ，文 化遺 産 等 の

保 存・継 承・活 用 を促 す こ と につ な が る。そ こ で ，文 化 財 や地 域 ゆ か りの 場

所 ，も の の 情 報 収集・ 発 信 ，保 存 の取 組過 程 に お い て ，地域 住 民 の主 体 的 な

参 加 を 促 進 させ る よ うな 体 制 を検 討 す る。  
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 主 要 事 業  119   通 学 路 の安 全 確 保 の推 進  

《事 業 のねらい》  

通 学 路 標 示 板 の 更 新 ， 通 学 路 マ ップ 作 成 ， 児 童 交 通 擁 護 員 の 見 廻 り 等 を 通 じて 通 学

路 の安 全 確 保 を推 進 するとともに，保 護 者 ・地 域 との連 携 で通 学 時 の安 全 対 策 を図 る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ■推 進 プログラム事 業              （事 業 主 管 課 ：学 務 課 ） 

平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度 ～  

推進プログラム（前 半）  

 

実 施  

推 進 プ ロ グ ラ ム （ 後 半 ）   

                    次期 基本 構想 に基づく計画 事業 の策定  

点 検 評 価 見 直 し ・ 実 施  

【 調 布 市 次 期 基 本 構 想  

に 基 づ く 計 画 事 業 】  

新 し い 計 画 事 業 を 受 け て 対 応  

 

 

 主 要 事 業  120   子 どもの家 の充 実  

《事 業 のねらい》  

児 童 ・生 徒 の登 下 校 時 の安 全 確 保 を 地 域 ・学 校 ・警 察 等 と 協 力 し て推 進 す る。 また ，市

内 に お け る 不 審 者 情 報 が 増 加 傾 向 に あ る こ とか ら ， 市 内 事 業 所 ８団 体 と 覚 書 を か わ し ， 児

童 ・生 徒 の安 全 を守 る取 組 の強 化 を図 る。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                 （事 業 主 管 課 ：社 会 教 育 課 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

 

 主 要 事 業  121   スクールガード講 習 会 の実 施  

《事 業 のねらい》  

「 地 域 ぐる み の 学 校 安 全 体 制 整 備 推 進 事 業 」 の 趣 旨 に 基 づ き ， 調 布 市 独 自 に 調 布 警

察 署 の 協 力 を得 て ， 各 学 校 に お け る不 審 者 対 応 等 に向 け た 講 習 会 を 実 施 して きた 。 対 象

者 は 学 校 内 部 だ け でな く， 保 護 者 や 地 域 で 活 動 し て い る 団 体 に も参 加 を 呼 び か け て お り，

今 後 も継 続 し，地 域 ぐるみで学 校 を守 る取 組 を実 施 する。 

【５年 間 の取 組 予 定 】 ○継 続 事 業                 （事 業 主 管 課 ：教 育 総 務 課 ） 

平 成 ２ １ 年 度  平 成 ２ ２ 年 度  平 成 ２ ３ 年 度  平 成 ２ ４ 年 度  平 成 ２ ５ 年 度  平 成 ２ ６ 年 度  

実 施 ・ 点 検 評 価  点 検 評 価 を 受 け 見 直 し 実 施  

 

施 策 20   地 域 ぐるみの学 校 環 境 整 備 に向 けた取 組  

通 学 路 の 安 全確 保 や，児 童・生 徒が 正 しい 交 通 マ ナ ーを 身 に つけ る こ とを

通 し て ， 児 童・ 生 徒 が 安 全 で 安心 に 生 活を 営 む こ と が で き る 基盤 を つ くる 。

ま た ，不 審者 対 策 にも 取 り 組む 必 要 が あり ，学 校 の安 心・安 全 メ ール の 導

入 の 促 進 や，子 ど もの 家 の 充実 ，ス クール ガ ー ド 講 習会 等 を 実施 し ，地 域 と

と も に 学 校 の安 全 ・ 安心 に 取 り組 む 体 制 整 備 を 推 進 する 。  

 


